
令和 ７ 年度 理科 

科目名 地学基礎 

学年 普通科 必／選 単位数 

２ 

アドバンス キャリア スポーツ 

必修 ２ 国文 理進 
○ ○ 

○  

学習の 

目 標 

日常生活や社会との関連を図りながら、地球や地球を取り巻く環境への意欲関心を高める。

地球を学び、豊かな自然観を身につけ、観察や実験など科学的に探究する資質・能力を育て

る。地学の基本的な概念や原理・法則を理解させ、科学的に探究しようとする態度を養う。 

 使 用 

 教 材 

教科書：「高等学校 地学基礎」（第一学習社） 

副教材：「新課程版 ネオパルノート 地学基礎」（第一学習社） 

プリント：教科書と副教材を基準とした内容 （A4 サイズ 1 枚程度） 

 

 

 

 

 

評 価 

評
価
法 

(1)授業への取り組み(2)プリントの記載内容(3)観察・実験等(4)ワーク・課題の提出状況 

(5)定期考査の 5 つの項目を評価の観点別に評価する。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 定期考査・小テスト・ワークの取り組み 

b 
思考・判断・ 

表現 

定期考査・授業中の発問に対する返答、ワーク等の内容、 

観察実習の態度や取り組み 

c 
主体的に学習に

取り組む態度 

出席状況、授業へ取り組む姿勢、プリント・ワークの提出状況 

自主学習の取り組み 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末および学年末には観点別学習状況の評価（A、B、C の３

段階）および評定（１～５の５段階）にまとめます。 

期 月 
時

数 

学習項目・ 

単元 
学習内容 

評価方法 

a b c 

１ 

4 

5 

6 

7 

第 4 章宇宙と地球 

・宇宙と太陽の誕生 

・太陽系と地球の誕生 

宇宙の構造と進化の過程を理解し、最新の宇宙の状

態を知る。また、恒星の進化の過程を理解し、太陽

系の各惑星の特徴を理解する。 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

6 

7 

7 

3 

第 1 章地球のすがた 

・地球の概観・プレートの運動 

第 2 章地球の活動 

・地震 ・火山活動 

地球の概観とその内部構造について理解する。プレート

と地球の活動について学び、プレートテクトニクスを理

解する。地震の発生やしくみ、地震波の特性を理解する。

火山の分布や地形、火成岩の形成について理解する。 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

２ 

9 

10 

9 

6 

第 5 章生物の変遷と地球環境 

・地層と化石 

・地球と生物の変遷 

地層と堆積岩、地殻変動や変成岩について理解す

る。化石について学び、地層との関係を理解する。

地球の歴史と各代の生物の特徴を理解する。 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

11 

 

12 

9 

 

7 

第 3 章大気と海洋 

・地球のエネルギー収支 

・大気と海水の運動 

大気の構造、熱放射、温室効果について理解する。

気圧と天気の関係、日本の四季の特徴について理解

する。海水の性質と大循環について理解する。 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

３ 

1 

2 

3 

8 

5 

3 

第 6 章地球の環境 

・地球環境の化学 

・日本の自然環境 

地球温暖化・オゾン層の破壊について理解する。季

節の変化や気象災害、地震災害等の防災について理

解する。 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

授業に集中して取り組み、プリントや問題集（ワーク）を必ず提出すること。定期考査は、授業の内容を問われる

のでしっかり復習してからうけること。 



令和 ７ 年度 理科 

 

科目名 物理基礎 

学年 普通科 必／選 単位数 

2 

アドバンス 
キャリア スポーツ 

必修 2 国文 理進 

 ○   

学 習 
目 標 

物体の運動と様々なエネルギーに関わる基礎的な知識や実験に関する技能を習得し、見通し

を持って観察・実験を行うことで、科学的に探究する能力を身に付ける。 
使 用 
教 材 

教科書：「新編 物理基礎」（数研出版） 
副教材：「物理基礎 学習ノート」（数研出版） 

評 価 

評
価
法 

(1) 授業への取り組み    (2) プリントの記載内容   (3) 観察・実験等 
(4) ワーク・課題の提出状況 (5) 定期考査 

の５つの項目を次の３つの観点別に評価する。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

ａ 知識・技能 
知識の習得や知識の概念的な理解、実験操作の基本的な技能

を身に付けている。 

ｂ 
思考・判断・ 

表現 

習得した知識・技能を活用して課題を解決できる思考力・判断

力・表現力などを身に付けている。 

ｃ 
主体的に学習に

取り組む態度 

知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力などを身につける

過程において、粘り強く学習に取り組んでいるか、自ら学習を

調整しようとしているか。 
上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末および学年末には観点別学習状況の評価（A、B、C の

３段階）および評定（１～５の５段階）にまとめます。 

期 月 
時

数 

学習項目・ 

単元 
学習内容 

評価方法 

a b c 

1 4 

5 

1 

9 

物理量の扱い方 

運動の表し方 

・三角比、三角関数、ベクトル、指数について確認・整理する。 
・速度の表し方、等速直線運動、速度の合成・分解、相対速度について学

習し、ベクトルの概念、表現方法を身につける。 
・加速度の定義、等加速度直線運動について学習する。加速度運動の３公

式は多くの演習を通して使い方に慣れ習得する。 
・重力加速度、落下運動について学習し、実験を通して理解を深める。 

○ ○ ○ 

6 

7 

14 運動の法則 ・力の種類、表現方法、大きさについて学習する。 
・実際に物体に働いている力をベクトルで書けるようにする。 
・力の合成・分解、力の作用・反作用とつりあい、弾性力とフックの法則

について学習する。 
・日常の身近な例を検証し、実験を通して、慣性の法則を理解する。 
・力と加速度、質量と重さ、運動の３法則、運動方程式について学習する。 
・運動方程式については多くの問題に取り組み理解を深める。 

○ ○ ○ 

2 9 

 

10 

9 

 

5 

仕事と力学的 

エネルギー 

熱とエネルギー 

・仕事の定義、仕事の原理、仕事率について学習する。 
・力学的エネルギーについて学習する。 

・比熱の実験を通して、エネルギーと熱の関係を理解する 

・ジュール熱、 ジュールの法則、電力量と電力について学習し、各事象

を整理してまとめる。 

○ ○ ○ 

11 

12 

9 

7 

波の性質 

音 

・身近な波動現象から、波の性質と波の伝わり方について理解する。 
・音の伝わり方や音が聞こえるしくみについて理解する。 
・身近な楽器のしくみを学習し、音の発生する原理を理解する。 

○ ○ ○ 

3 1 

2 

3 

8 

4 

4 

物質と電気抵抗 

磁場と交流 

エネルギーの利用 

・静電気と帯電、電流と電圧と電力、交流電源と直流電源、電池の種類に

ついて学習し、身近な電気現象から電気とは何かを理解する。 
・電化製品のしくみから、電気エネルギーが人間社会の中でどのように

利用されているかを見出す。 

・レーザーや光ファイバーを用いた光通信など情報化社会とよばれる現

代を支える電気について大まかにとらえる。 

○ ○ ○ 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

 物理は反復して練習をすることが大切です。授業のある日には予習をして臨み、授業を終えたら学習ノー

トなどを活用して復習をしましょう。 



令和 ７ 年度  理 科 

科目名 化学 

学年 普通科 必／選 単位数 

２ 

アドバンス 
キャリア スポーツ 必修 ２ 

国文 理進 

 〇     

学習の 

目 標 

・化学的な事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察・実験などに関する基本
的な技能を身に付けるようにする。 

・化学的な事物・現象を観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。 
・日常生活や社会の化学的な事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。 

使 用 
教 材 

教科書：「化学 Vol.1 理論編」 「化学 Vol.2 物質編」（東京書籍） 
副教材：「ニューアチーブ化学」 （東京書籍） 

評 価 

評
価法 

(１) 授業への取り組み（態度・発問）  (２)板書及びプリントの内容  (３)観察・実験等
の取り組み・レポート  (４) 問題集の取り組み  (５) 定期考査・小テスト 
の５つの項目を評価の観点別に評価します。 

評
価
観
点

の
趣
旨 

ａ 知識・技能 定期考査・小テスト、問題集の取り組み、観察・実験等の取り組み 

ｂ 思考・判断・ 
表現 

定期考査、板書及びプリントの内容、問題集の取り組み、 
観察・実験等の取り組み・レポート 

ｃ 主体的に学習に
取り組む態度 

授業への取り組み、出席状況、プリントや問題集の提出状況 
自学自習の取り組み 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末および学年末には観点別学習状況の評価（A、B、C の３段
階）および評定（１～５の５段階）にまとめます。 

期 月 
時

数 
学習項目・単元 学習内容 

評価方法 

a b c 

1 

 

4 

 

5 

 

 6 

 

 8 

１編 
１章 物質の状態 
・物質の三態 
・気体・液体の状態変化  
２章 気体の性質 
・気体 
・気体の状態方程式 

固体・液体・気体の３つの状態を確認し、粒子のふるまい
を考え、状態変化に伴うエネルギーの出入りや、気液間の
平衡については蒸気圧と蒸気圧曲線について理解する。 
 
ボイルの法則とシャルルの法則からボイル・シャルルの
法則が導かれることを理解し、物質量の考えを導入する
ことで気体の状態方程式を理解する。 

〇 〇 〇 

6 
 
7 

 
12 

３章 溶液の性質 
・溶解 
・希薄溶液の性質 
・コロイド 

飽和溶液について溶解平衡を使って考え、溶解度と溶解
度曲線の表し方について理解するとともに、溶質の分子
量、沸点上昇度・凝固点降下度や浸透圧から求める方法を
確認する。また、コロイド粒子とその溶液の様々な性質を
理解する。 

〇 〇 〇 

2 

9  6 ４章 固体の構造 
・結晶 
・金属結晶の構造 
・イオン結晶の構造 
・分子結晶と共有結合の結晶 

結晶の種類について確認し、単位格子と配位数について
理解する。また、金属結晶の代表的な構造について考え、
それぞれの構造の配列、配位数、充填率について理解し、
これをもとにイオン結晶や分子結晶、共有結合の結晶と
の違いを考える。 

〇 〇 〇 

  

10 
 
 
11 

  

 8 

 
 
 7 

２編 化学反応とエネルギー 
１章 化学反応と熱・光 
・反応とエンタルピー変化 
・ヘスの法則 
・光とエネルギー  
２章 電池と電気分解 
・電池 
・電気分解 

化学変化や状態変化には熱の出入りを伴うことを理解
し、反応エンタルピーの表し方や状態変化に伴う変化を
説明できる。また、ヘスの法則から、結合エンタルピーを
用いて反応エンタルピーを求めることができる。 
 
酸化還元反応を利用してエネルギーを電気として取り出
す方法について考え、電池の原理を確認する。また、電気
分解の酸化還元反応について理解する。 

〇 〇 〇 

 

12 

 

 1 

 

 7 

 

 6 

３編 化学反応の速さと平衡 
１章 化学反応の速さ 
・反応の速さ 
・反応速度を変える条件 
・反応のしくみ  
２章 化学平衡 
・可逆反応と化学平衡 
・平衡の移動 

反応速度 v の表し方を理解し、濃度と反応速度の関係に
ついて説明できる。さらに、反応速度の濃度による違い、
温度による違い、触媒による違いについて考える。また、
活性化エネルギーと化学反応の経路について、反応エン
タルピーと結合エンタルピーの違いを理解する。 
 
化学平衡とはどのような状態かを説明でき、その法則の
関係から、ルシャトリエの原理を理解し、応用できる。 

〇 〇 〇 

３ 

1 

2 

3 

 

10 

 

３章 水溶液中の化学平衡 
・電離平衡 
・塩の水への溶解 

弱酸や弱塩基の電離平衡について考え、濃度変化と電離
度の関係を理解するとともに、平衡定数から、水のイオン
積について確認する。また、塩の水溶液の化学平衡につい
て考え、正塩や酸性塩の性質について理解する。さらに溶
解平衡について説明できるようになる。 〇 〇 〇 



 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

毎回の授業に集中して取り組み、プリントや実験レポート、問題集等を必ず提出してください。定期考査は授業内

容を問われるので、日々の復習をしっかりして臨んでください。 


